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一般社団法人　日本発達心理学会第 29回大会ご案内

会期：2018年 3月 23日（金）～25日（日）
会場：東北大学
　　　川内北キャンパス

ごあいさつ

　日本発達心理学会第 29回大会は、2018年 3月 23日（金）～25日（日）の 3日間、東北大学川内北
キャンパスにおいて、東北大学大学院教育学研究科との共催で開催することになりました。
　本大会のテーマは、「時間・関係・文化の中での発達心理学」としました。これには大きく 2つの背
景があります。第 1に、2011年 3月に発生した東日本大震災が挙げられます。震災から約 7年が経過
する中で、震災を経験した子どもがどのように変化したのか（時間）、子どもと大人とのかかわりはど
のように変化したのか（関係）、そのような個人や関係の変化はどのようなコミュニティの中で起こっ
たのか（文化）ということについて改めて考えてみたいということです。
　第 2に、人の発達の過程と変化の要因をもう一度見直してみたいということです。発達心理学は時間
の中で人を捉えることを特徴として誕生した学問領域だと思います。たとえば、特定の時期の発達的特
徴を描くとしても、その時期の発達は後の発達にどのように影響するのか、あるいはその時期の発達は
以前の発達からどのような影響を受けているのかといった視点を常にもっていると思います（時間）。
また、人の変化は、個人の中に閉じて生起するわけではなく、ある環境のもと（文化）で人と人との関
係を通して（関係）生起するものだと思います。
　このようなテーマのもと、招待講演には Ann S. Masten氏をお招きし、“Developmental Perspectives 
on Resilience in Theory, Research, and Practice”というタイトルでご講演いただくとともに、基調講演
として、私、本郷が「社会性の発達と支援」というテーマで講演させていただきます。また、大会企画
シンポジウムとしては「東日本大震災後の学校レジリエンス」「東日本大震災による心的外傷体験が子
どもの発達に与える影響」という震災後の支援と子どもの発達に関する企画 2件、「実行機能の支援が
ライフステージ全般に与える影響」「知的ギフテットの子どもにおける特別なニーズと支援」「国際化・
流動化時代における成人期発達研究の課題と展望」「老いと生きる」といったライフコース全体に渡る
企画 4件を計画しています。
　3月下旬の仙台は、梅の季節です。肌寒い日もあるかと思いますが、大会で熱い議論を交わせればと
思います。
　大会委員一同、多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。

2017年 8月
一般社団法人日本発達心理学会
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1．送付物一覧　　　（今回お送りしたもの）

■「大会ご案内」（本通信）
■「郵便振替用紙」
※不足するものがあれば日本発達心理学会第 29回大会サポートデスクにご連絡ください。
　➡連絡先 E-mail：g032jsdp-mng@ml.gakkai.ne.jp

※2号通信は送付しません。各発表の「原稿書式要領」については大会Webサイトをご参照ください。

2．会期・会場

■会期：2018年（平成 30年）3月 23日（金）～25日（日）
■会場：東北大学川内北キャンパス（宮城県仙台市青葉区川内 41）
　最寄駅：仙台市地下鉄東西線  川内駅（キャンパス直結）
　　　　　会場アクセスの詳細については，大会Webサイトをご覧ください。

3．実施内容

　本大会の実施内容には，大会委員会および学会等が企画するものと，関連団体または会員が企画する
ものがあります。次に，それぞれの概要と発表形態，参加方法などについて説明します。

3-1．大会委員会および学会が企画するもの

【1】招待講演・基調講演
　以下の 2件を予定しています。詳細は大会プログラムでご案内します。

◇講演者：Ann S. Masten, Ph.D.（Regents Professor of Child Development, University of Minnesota）
　演題：Developmental Perspectives on Resilience in Theory, Research, and Practice

◇講演者：本郷　一夫（東北大学大学院教育学研究科 教授）
　演題：社会性の発達と支援
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【2】大会委員会企画シンポジウム
　以下の 6件を企画しています（いずれも仮題）。詳細は大会プログラムでご案内します。

◇東日本大震災後の学校レジリエンス
◇東日本大震災による心的外傷体験が子どもの発達に与える影響
◇実行機能の支援がライフステージ全般に与える影響
◇知的ギフテットの子どもにおける特別なニーズと支援
◇国際化・流動化時代における成人期発達研究の課題と展望
◇老いと生きる

【3】学会企画シンポジウム，チュートリアル・セミナー
　以下のような企画を予定しています。詳細は大会プログラムでご案内します。

◇各種委員会企画シンポジウム　他
◇関連学会・団体との共催シンポジウム　他
◇チュートリアル・セミナー

※ 理事会および各種委員会の企画の場合は，企画費は徴収いたしません（日本発達心理学会の分科会や
地区懇話会は関連団体となり，企画費が必要です）。理事会および各種委員会による企画につきまし
ては，大会委員会（jsdp2018@sed.tohoku.ac.jp）に企画代表者が直接お申し込みください。

3-2．団体または会員が企画するもの

■以下の表に示す 4つの種類があります。詳細は表以降の文章をご覧ください。

【1】
学会関連団体による
企画シンポジウム

【2】
自主シンポジウム

【3】
ラウンドテーブル

【4】
ポスター形式の 
研究発表

1）企画者 関連団体 会員 会員 会員

2）発表形態 企画者が出演者を決
め，研究発表や討論

企画者が出演者を決
め，研究発表や討論

企画者と参加者が 
自由に討論

ポスターを掲示し，
質問者と個別に討論

3）発表時間 120分 120分 120分 掲示 120分 
在席 50分

4）申込方法 Webサイトから規定の要領で 
※【1】学会関連団体による企画シンポジウムもWebからの申し込みとなりました。

5）論文集割当頁 2ページ 2ページ 1ページ 1ページ

6）企画費 10,000円 20,000円 10,000円 大会参加費に含む
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【1】日本発達心理学会関連団体による企画シンポジウム
1）企画者：   日本発達心理学会における分科会や地区懇話会，あるいは臨床発達心理士認定

運営機構などの関連団体による企画を想定しています（理事会および各種委員
会は含まれません）。

2）発表形態：  下記の「【2】自主シンポジウム」と同様です。
3）発表時間：  120分
4）申込方法：  企画代表者が，Webサイトから，規定の要領で企画申込をしてください。
5）論文集割当頁：  「大会論文集」2ページ分。原稿作成要領はWebサイトをご参照ください。
6）企画費：  10,000円。企画代表者が参加費と一緒にお支払いください。

【2】自主シンポジウム
1）企画者：  会員
2）発表形態：   企画者が出演者（司会者，話題提供者，指定討論者，ファシリテーターなど）

を決め，シンポジウム形式で研究発表や討論をするものです。
  会場は，50～100名程度収容可能な部屋です。
  ※会場係のスタッフが進行のお手伝いをします。
  ※コピー機の使用およびスタッフによるコピー代行はできません。
  ※資料，お水等が必要な場合には，企画者自身で事前にご用意ください。
3）発表時間：  120分
4）申込方法：  企画代表者が，Webサイトから，規定の要領で企画申込をしてください。
  ※  倫理的な問題により発表が認められない場合があります。また，企画数が多

い等の理由で開催ができない場合もあります。
5）論文集割当頁：  「大会論文集」2ページ分。原稿作成要領はWebサイトをご参照ください。
6）企画費：  20,000円。企画代表者が参加費と一緒にお支払いください。
7）企画・出演回数： 自主シンポジウムを企画申込できる回数は，1回とさせていただきます。
   また，出演回数はラウンドテーブルと合わせて大会中 1人 2回までとさせてい

ただきます。
  ※  企画者，司会者，話題提供者，指定討論者，ファシリテーターなど，論文集

原稿に名前が記載される場合には出演の形式を問わず，その企画への出演者
とみなします。

8）参加費納入：  会員・非会員にかかわらず，出演者は大会参加費の納入が必須です。
   非会員が出演する場合（司会者，話題提供者，指定討論者，ファシリテーター

等），連名費は不要ですが，大会参加費を大会期間内に支払う必要があります。
  ※  シンポジウム開催当日までに，企画費と出演者全員の大会参加費が納入され

ない場合には，企画として認められませんのでご注意ください。
  ※  同一非会員が複数の発表・企画に出演される場合，大会参加費のお支払いは

1回でかまいません。
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【3】ラウンドテーブル
1）企画者：  会員
2）発表形態：  同じ問題意識を持った者同士の自由な議論が主体の企画です。
   企画者は参加者に話題を投げかけ，討論を促します。必要に応じて，話題提供

者やファシリテーターを設定してもかまいません。
  会場は，50名程度収容可能な部屋です。
  ※会場係のスタッフはつきません。
  ※コピー機の使用およびスタッフによるコピー代行はできません。
  ※資料，お水等が必要な場合には，企画者自身で事前にご用意ください。
3）発表時間：  120分
4）申込方法：  企画代表者が，Webサイトから，規定の要領で企画申込をしてください。
  ※  倫理的な問題により発表が認められない場合があります。また，企画数が多

い等の理由で開催ができない場合もあります。
5）論文集割当頁：  「大会論文集」1ページ分。原稿作成要領はWebサイトをご参照ください。
6）企画費：  10,000円。企画代表者が参加費と一緒にお支払いください。
7）企画・出演回数： ラウンドテーブルを企画申込できる回数は，1回とさせていただきます。
    また，出演回数は自主シンポジウムと合わせて大会中 1人 2回までとさせてい

ただきます。
  ※  企画者，司会者，話題提供者，指定討論者，ファシリテーターなど，論文集

原稿に名前が記載される場合には出演の形式を問わず，その企画への出演者
とみなします。

8）参加費納入：  会員・非会員にかかわらず，企画出演者は大会参加費の納入が必須です。
    非会員が企画に出演する場合（司会者，話題提供者，指定討論者，ファシリ

テーター等），連名費は不要ですが，大会参加費を大会期間内に支払う必要が
あります。

  ※  ラウンドテーブル開催当日までに，企画費と出演者全員の大会参加費が納入
されない場合には，企画として認められませんのでご注意ください。

  ※  同一非会員が複数の発表・企画に出演される場合，大会参加費のお支払いは
1回でかまいません。

【4】ポスター形式の研究発表
1）研究発表者：    責任発表者および筆頭者になれるのは会員のみです。連名発表者は非会員も可

とします。
2）発表形態：    個人または複数の人がポスター形式で研究を発表するものです。
    ポスターパネル（横 90 cm×縦 180 cmの予定）にポスターをセッション開始

時刻までに掲示し，それをもとに発表者と質問者が個別に討論します。
    連名発表者も大会に参加し発表することが期待されていますが，責任在席時間

はありません。連名発表者は申込者と共同で研究した者に限ります。
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3）発表時間：  ポスターの掲示時間は 120分，責任在席時間は決められた 50分です。
  ※  「大会論文集への掲載」「掲示時間内のポスター掲示」と「掲示場所での責任

在席時間内の個別討論」の全てを行うことによって，公式発表と認められま
す。3つの要件で変更，不備・不足があった場合には，大会委員会は学会と
協議しその取り扱いを決定し，その決定を学会誌広報欄で報告します。

4）申込方法：    責任発表者が，Webサイトから，規定の要領で発表申込をしてください。
  ※  倫理的な問題により発表が認められない場合があります。
5）論文集割当頁：    「大会論文集」1ページ分。原稿作成要領はWebサイトをご参照ください。
  ※  責任発表者が参加申込費を期日までに納入しない場合には，論文集への掲載

はできませんのでご注意ください。
6）研究発表費：  大会参加費に含まれます。
    非会員の連名者がいる場合は発表費の額が異なりますのでご注意ください。
7）発表回数：    責任発表者となれるのは，大会期間中 1回に限ります。
    ただし，連名発表者となる場合には回数の制限はありません。
8）連番発表：    複数名による研究グループによる連番発表を行う場合も，責任発表者が各自

Webにて申し込みを行い，既定の要領で発表申込をしてください。その際，
Webでの申し込み時に「連番発表の希望」チェックボックスにチェックを入
れ，すべての連番発表筆頭者の会員番号と氏名を入力するようにしてくださ
い。また，論文集のタイトルも連番発表であることがわかるようにご留意くだ
さい。

9）大会発表奨励賞：   今大会より，若手研究者（39歳以下）のポスター発表の中から，特に優れた
研究に対して「大会発表奨励賞」を授与する予定です（2017年 9月の社員総
会で制定予定）。

4．大会参加の手続き

■はじめに
◇  本大会では，大会参加の申込，発表・企画の申込，大会論文集原稿の投稿の〆切を同じ日に設定しま
した。手続きの〆切及び諸費用一覧表を，p. 8-9に掲載しています。
◇  すべての手続きは大会Webサイト（http://www.jsdp.jp/jsdp2018/）で行います。
※問題やご質問がある場合は，日本発達心理学会第 29回大会サポートデスクにご相談ください。
　➡連絡先：g032jsdp-mng@ml.gakkai.ne.jp

※なお，いずれの申込も，大会Webサイトでの手続き後，「費用納入」をもって完了します。

【1】大会参加の申込
◇  大会に参加し発表や企画を行う会員は，まず「大会参加の申込」を行ってください。
◇  〆切は，2017年 10月 31日（火）17時です。
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※あらかじめ 2017年度の年会費が納入されていることが必要です。
※  参加の申し込みは，会員情報管理システム〈SOLTI〉を用いて行われます。参加登録をする前に，会
員情報に変更や修正事項がないか，事前に会員登録情報ページにて，名簿情報の確認・訂正をお願い
いたします。
※非会員は，事前の大会参加申込はできません。
　年会費についてのお問い合わせは，上記サポートデスクまでご連絡ください。

【2】発表・企画の申込
◇「大会参加の申込」終了後，「発表・企画の申込」が可能です。
◇〆切は，2017年 10月 31日（火）17時です。
◇今大会の発表・企画の形式は以下の 3つです。
・関連企画団体・自主シンポジウムの企画
・ラウンドテーブルの企画
・ポスター発表

【3】大会論文集原稿の投稿
◇発表・企画の申込をした方は，大会論文集原稿を投稿してください。
◇  〆切は，2017年 10月 31日（火）17時です。
※  〆切までに投稿がない場合，発表・企画は取り消されますので，ご注意ください。

【4】費用の納入
◇  費用は p. 9の一覧表のとおりです。納入は，クレジットカードまたは郵便振替でお願いします。
・  クレジットカードの場合：大会Webサイトの指示に従ってください。
・  「郵便振替用紙」の場合 ： 振替用紙に記載された会員番号・氏名等を確認いただき， 

必要事項をご記入の上，お振込ください。
◇〆切は，2017年 11月 10日（金）です。
※  〆切までに参加費・企画費の納入がない場合，発表・企画は取り消されますので，ご注意ください。
※  大会参加のみ申し込みの場合も，11月 10日（金）を過ぎますと，参加費は「当日料金」となります
ので，必ず 11月 10日（金）までに納入してください。

【5】注意事項：お読みください！
◇  関連団体企画・自主シンポジウム／ラウンドテーブル：企画者の費用納入とともに，企画者・登壇者
である会員全員が「大会参加費」を納入している必要があります。
　なお非会員の登壇者については，「大会参加費」を当日，受付でお支払いください。
◇  費用の返却：納入された費用は，「発表取消し」等の自己都合による場合，返却できません。あらか
じめご了承ください。
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◇  学部学生の発表：2018年 3月卒業予定等の学部学生も発表者になることができます。
　  ただし，発表申込前までに 2017年度会費の納入を含めて学生会員の入会手続きを完了していること
が必要です。
◇  年会費の納入：2018年度会費を発表当日までに納入していることが必要です。2018年 3月卒業予定
等の学部学生が発表者等になる場合も同様です。（定款では，翌年の会費を 12月末日までに支払うこ
とになっています。）

【6】大会論文集 CD-ROMの事前予約購入
◇  大会論文集 CD-ROMの事前予約の代金は，会員 4,000円，機関購読 5,000円（送料含む）です。
※  大会参加費を納入された方には、大会前にプログラムと一緒に 1枚送付されますので，それ以外に必
要な枚数をご予約ください。
◇  プレス枚数は予約購入数により決定しますので，機関購読をご希望の場合，事前予約をおすすめしま
す。
◇   10月 31日（火）までに，下記の事項を日本発達心理学会第 29回大会サポートデスクにお送りくだ
さい。

　➡連絡先 E-mail：g032jsdp-mng@ml.gakkai.ne.jp

　・機関名（領収書の宛先名義）
　・担当者
　・連絡先
　・部数
　・その他（見積書，納品書，請求書が必要な場合は，その旨を明記してください。）

【7】個人情報の取り扱いについて
　本大会の申込や問い合わせにより得られた個人情報は，個人情報保護法に基づき，諸連絡，支払いの
確認といった本大会運営上必要な業務にのみ使用し，それ以外には使用いたしません。

■各手続きの〆切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017年 9月上旬

事前参加申込 開始 10月 31日（火）17時 〆切

すべての発表・企画申込
（関連団体・自主シンポジウム・ 
ラウンドテーブル・ポスター）

開始 10月 31日（火）17時 〆切

すべての発表・企画の論文集原稿投稿 開始 10月 31日（火）17時 〆切

事前参加費・企画費納入 開始 11月 10日（金）〆切

大会論文集追加購入費等納入 開始 11月 10日（金）〆切
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■大会参加の諸費用一覧

費用 対象 事前 当日 ※1 備考

大会参加費

（大会論文集 
CD-ROMの 
代金を含みます
（非会員の学部 
学生を除く））

一
般
会
員

大会参加のみ 12,000円 13,000円

大会参加・発表・
非会員連名者なし 12,000円 ―

大会参加・発表・
非会員連名者あり 16,500円 ― 非会員の連名者が 1名でも複数名でも

同じです。 ※2

学
生
会
員

大会参加のみ  9,000円 10,000円

大会参加・発表・
非会員連名者なし  9,000円 ―

大会参加・発表・
非会員連名者あり 13,500円 ― 非会員の連名者が 1名でも複数名でも

同じです。 ※2

非
会
員

一般・大学院生 ― 13,000円 当日受付のみ。 ※2, ※3

学部学生 ※4 ―  3,000円 当日受付のみ。 ※2, ※3

自主シンポジウム
企画費 企画申込者 20,000円 ― 企画申込者が支払います。

関連団体シンポ／
ラウンドテーブル
企画費

企画申込者 10,000円 ― 企画申込者が支払います。

大会論文集 
CD-ROM

追加購入希望者 ※5  4,000円  5,000円 CD-ROMのみ。大会参加費納入者に
は大会前に 1枚送付されます。

大会プログラム 追加購入希望者  1,000円  1,000円 会員には大会前に 1冊送付されます。
追加購入される場合の値段です

懇親会費

一般会員  4,000円  5,000円

学生会員  1,000円  2,000円

非会員 ―  5,000円

※※注意※※
※1  当日受付：発表・企画の申し込みをしておらず，事前の参加申込をしていない方でも，当日，受付
にて大会参加費を支払うことで参加できます。

※2  非会員に関わる費用：非会員が「大会会場に来られる場合」は，連名発表やシンポジウム／ラウン
ドテーブルでの発表・登壇の有無に関わらず，当日，受付で大会参加費をお支払いください。

※3  当日受付の大会参加費は，支払われた日だけではなく，大会期間中（3日間）の参加費となります。
※4  学部学生の大会参加費には，大会論文集 CD-ROMの代金は含まれておりません。
※5  会員のみ事前予約の料金が適用されます。購読機関は事前販売でも 5,000円となります。
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5．大会に関する広報・諸連絡

【1】これからの諸連絡
◇   2号通信は，送付しません。
◇  今後の諸連絡は，すべて大会Webサイト（http://www.jsdp.jp/jsdp2018/）にてお知らせいたします。
◇  諸費用の払い込みは，基本的に大会Webサイトからクレジット決済にてお願いいたします。
　クレジット決済で払い込みをしない場合は，同封の「郵便振替用紙」をご利用ください。

【2】日本発達心理学会・会費の納入
◇  第 29回大会で研究発表をする場合には，2017年度の会費を参加申込の前までに，2018年度会費を発
表当日までに納入してください。両方を納入していない場合には，大会での発表の権利を失うことが
あります。
◇  会費についてのお問い合わせは，日本発達心理学会会員管理事務局にご連絡ください。
　➡連絡先 E-mail：g032jsdp-mng@ml.gakkai.ne.jp

【3】日本発達心理学会への入会
◇  日本発達心理学会に入会していない方が会員（一般会員／学生会員）として研究発表を行うために
は，参加申込の前までに 2017年度会費の納入を含めて日本発達心理学会への入会手続きを完了して
いることが必要です。入会申込後，入会承認手続きがおこなわれます。
◇  入会申込 URLは，http://www.jsdp.jp/contents/base/nyukai.htmlです。
◇  入会手続きについてのお問合せは，日本発達心理学会会員管理事務局にご連絡ください。
　➡連絡先 E-mail：g032jsdp-mng@ml.gakkai.ne.jp

【4】宿泊について
◇  大会Webサイトにて，宿泊のご案内をいたしますが，大会としてご案内できる室数には限りがあり
ますのでご注意ください。詳細は，大会Webサイトの更新をお待ちください。

【5】その他
（1）会務報告会，学会賞授賞式
◇  会務報告会および学会賞の授賞式を行います。
◇  大会 2日目；3月 24日（土）を予定しています。
◇  詳細は大会Webサイトおよびプログラムにてご案内いたします。

（2）懇親会
◇  日時：大会 2日目；3月 24日（土）18時 30分～
◇  会場：東北大学川内北キャンパス　厚生会館クルール
◇  会費：事前申込 4,000円（学生会員 1,000円），当日参加 5,000円（学生会員 2,000円）
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（3）託児室
◇  小さなお子様をお連れの参加者を支援するために，会場内に託児室を開設します。
◇  託児室の利用は有料の予定です。
◇  料金や申し込み方法など，詳細は，後日大会Webサイトおよびプログラムにてお知らせします。

（4）書籍および機器の展示
◇  大会期間中に，会場内において書籍や機器の展示を行います。

6．第 29回大会および学会に関する連絡先

【1】大会総合窓口
◇  会場や大会全般に関する質問は，E-mailで大会総合窓口にお問い合わせください。

　一般社団法人日本発達心理学会第 29回大会総合窓口
　E-mail：jsdp2018@sed.tohoku.ac.jp

　第 29回大会Webサイト：http://www.jsdp.jp/jsdp2018/

【2】大会参加・発表申込，参加費納入，日本発達心理学会への入会に関する問い合わせ先
◇ E-mailで日本発達心理学会会員管理事務局・大会サポートデスクへお問い合わせください。

　一般社団法人日本発達心理学会　会員管理事務局・大会サポートデスク
　〒170-0002　東京都豊島区巣鴨 1丁目 24-1
　第 2ユニオンビル 4F　（株）ガリレオ内
　E-mail：g032jsdp-mng@ml.gakkai.ne.jp

　TEL：03-5981-9824

【3】学会事務局
　一般社団法人日本発達心理学会事務局
　〒113-0033　東京都文京区本郷 7-2-5　平清ビル 401

　E-mail：office@jsdp.jp

　FAX：03-5840-9338

　学会Webサイト：http://www.jsdp.jp/
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《NOTE》


